
で
嘱
託
教
師
を
つ
と
め
た
。
彼
は
大
学
南
校
に
学
ぴ
、
明
治
六
年
か
ら
同
十
四

年
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
そ
の
他
で
造
家
学
を
学
び
、
帰
国

し
て
東
京
大
学
教
授
、
次
い
で
同
予
備
門
教
論
と
な
り
、
本
校
に
起
用
さ
れ
た

当
時
は
第
一
高
等
中
学
校
教
諭
兼
工
科
大
学
教
授
で
あ
っ
た
。
小
島
の
「
幾
何

画
法
」
講
義
の
資
料
と
し
て
は
前
出
小
島
光
真
「
明
治
二
十
二
年
二
月
備
忘

録」
、
菅
紀
一
郎
「
美
術
学
校
講
義
筆
記
雑
草
稿
」
等
に
含
ま
れ
て
い
る
筆
記
断

片
が
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
二
十
―
―
―
年
の
規
則
改
正
後
、
漆
工
専
修
生
第
一
年
の
股
習
科
目

と
し
て
設
け
ら
れ
た
科
目
で
、
漆
工
に
関
す
る
応
用
化
学
の
大
要
を
内
容
と
し

た
。
金
工
専
修
生
に
は
こ
れ
と
対
応
し
て
「
冶
金
法
」
が
課
せ
ら
れ
た
。
明
治

二
十
五
年
の
規
則
改
正
後
、
こ
の
「
冶
金
法
」
も
「
応
用
化
学
」
と
称
す
る
よ

う
に
な
り
、
彫
金
科

・
鋳
金
科
と
蒔
絵
科
の
第
二
年
で
そ
れ
ぞ
れ
金
工
、
漆
工

に
関
す
る
「
応
用
化
学
」
を
股
習
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
二
十
九
年
の
規
則
改

正
で
は
右
一
＿
一
科
と
も
さ
ら
に
第
三
年
で
も
週
一
時
股
習
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

担
当
者
は
上
原
六
四
郎
、
吉
田
彦
六
郎
、
足
立
裟
太
郎
、
磯
野
徳
一
―
一
郎
ら
で

（
巻
末
職
員
任
免
表
参
照
）
、

こ
の
う
ち
、
吉
田
彦
六
郎
の
講
義
に
つ
い
て
は
原
安

民
の
ノ
ー
ト
「
吉
田
博
士
化
学
教
場
見
聞
記
」
が
現
存
し
て
お
り
、
鉱
物
の

性
質
等
、
化
学
の
基
礎
知
識
を
教
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
応
用
化
学
」
講
義

「
授
業
法
」

（
教
育
学
）
講
義

「
授
業
法
」
と
い
う
科
目
は
明
治
二
十
三
年
の
規
則
改
正
に
よ
っ
て
特
別
の

課
程
（
普
通
図
画
教
員
簑
成
）
の
履
習
科
目
と
し
て
登
場
す
る
。
「
普
通
岡
甕
ノ

教
員
タ
ル
ニ
適
嘗
ナ
ル
教
授
法
及
教
育
學
ノ
大
要
ヲ
講
授
ス
」

る
科
目
（
週
ニ

時
）
で
あ
っ
た
。
同
二
十
五
年
の
規
則
改
正
で
特
別
の
課
程
が
廃
止
さ
れ
、
教

員
旋
成
が
絵
画
科
の
課
程
に
組
み
込
ま
れ
た
後
は
同
科
第
三
年
生
の
選
択
科
目

（
教
員
志
望
者
の
み
新
案
の
時
問
内
に
受
講
す
る
。
週
二
時
）
と
な
り
、
同
二
十
九
年

の
規
則
改
正
以
降
は
絵
画
科

（
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
と
も
）

と
図
案
科
の
第
四

年
生
の
選
択
科
目
と
な

っ
た
。
そ
の
間
の
担
当
者
は
荒
井
甲
子

三
郎
、
菅
虎

雄
、
和
久
正
辰
、
蔵
原
惟
郭
ら
で
あ
る
。

荒
井
甲
子
三
郎
な
い
し
は
菅
虎
雄
の
「
授
業
法
」
講
義
の
筆
記
と
思
わ
れ
る

も
の
に
前
出
第
一
回
入
学
生
小
島
光
真
の
教
育
学
筆
記
ノ
ー
ト
（
表
紙
、
原
題
な

し
）
が
あ
る
。
小
島
が
絵
画
科
専
攻
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
こ
れ
を
股
習
し
て

い
る
の
は
絵
画
科
卒
業
後
教
員
と
な
る
者
の
い
る
こ
と
を
見
越
し
て
教
職
科
目

を
股
習
さ
せ
る
内
規
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
小
島
の
ノ

ー
ト
の
ほ
か

に
参
考
に
な
る
の
は
前
出
菅
紀
一
郎
の
「
美
術
学
校
講
義
鍛
記
雑

草
稲
」
中
に
あ
る
教
育
学
講
義
項
目
の
メ
モ
で
、
小
島
ノ
ー
ト
の
項
目
と
符
合

す
る
と
こ
ろ
か
ら
同
一
講
義
の
メ
モ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
衰
料

に
よ
っ
て
「
授
業
法
」
講
義
の
教
育
学
の
部
分
は
だ
い
た
い
把
握
で
き
る
。
以

下
、
小
島
ノ
ー
ト
、
菅
ノ

ー
ト
に
基
づ
い
て
そ
の
内
容
項
目
を
紹
介
す
る
。

人
間
教
育
の
必
用
、
教
育
学
の
倫
理
学

・
心
理
学
と
の
関
係
、
教
育
学
と
教
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育
術
と
の
関
係
、
教
育
の
組
織
（
智
育
、
徳
育
、
体
育
）
、
教

育

の

功

能、

i
n
d
i
v
i
d
u
a
l
i
t
y
 • 

p
e
r
s
o
n
a
l
i
t
y

と
教
育
、
自
然
界

・
人
類
界

・
運
命
の
教

育
上
の
影
響
、
興
味
（
監
察
的
興
味
、
考
察
的
興
味
、
美
術
的
興
味
、
交
際
的
眼

味
、
社
界
的
興
味
、
宗
教
的
興
味
）
、
道
義
心
、
教
授
と
訓
練
、
監
護
、
作
業
、

教
育
上
の
意
志
に
従
わ
し
む
べ
き
方
便
（
命
令
と
威
厳
、
賞
罰
）
、
監
護
の

始

終
、
教
授
の
目
的
、
教
授
の
材
料
、
歴
史
教
授
の
範
囲
、
格

物

科

の

教

授

（
動
物
、
植
物
、
物
理
、
化
学
、
地
理
）
、
言
語
（
読
害
、
作
文
、
習
字
）
、
唱
歌

・

音
楽
、
図
画
（
効
能
、
材
料
）
、
手
工
科
（
効
能
、
種
類
）
、
体
操
、
数
学
、
教
授

上
の
整
理
（
一

、
教
授
の
始
末
、
二
、
教
授
材
料
の
配
合
）
、
各
教
授
の
結
合
、

教
授
の
順
序
（
形
式
上

・
実
質
上

・
学
課
上
の
順
序
）
、
教
授
の
方
法
（
分
析
教

授
、
拡
張
教
授
、
開
発
教
授
）
、
開
発
教
授
（
監
察
的
輿
味

・
推
理
的
典
味

・
美
術

的
ま
た
は
審
美
的
興
味
と
の
関
係
）
、
問
答
法
、
訓
練
の
目
的
と
方
法

こ
の
項
目
が
示
す
と
お
り
、
講
義
の
内
容
は
教
育
一
般
理
論
で
あ
り
、
特
に

図
画
教
育
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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